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はじめに
本稿では、タヤ・マ 語巴俄 方言の語彙資料（約 語）を提示す
る。見出し語は日本語・英語を併記し、意味分類に基づいて配列する。加えて、借用語と認め
られる語形式には、来源を示す。
タヤ・マ語は、チベット自治区昌都 市察雅 県に分布するチベット・

ビルマ系言語の１つであり、羌語群に属すると考えられる（ ）。分布
域は察雅県香堆 鎮、榮周 郷、擴達 郷、宗沙
郷、阿孜 郷、白日 郷が報告されている。本稿で記述するのは、白日郷巴俄

村で話される方言で、 方言と呼ぶ。分布地点については、図１を参照。
香堆鎮で話されるタヤ・マ語（ 方言）は、語彙資料が公開されている（ ）。

また、 はタヤ・マ語の諸相を記述している。一方、察雅県の
カムチベット語を取り扱う先行研究には、 や な
どがあるが、それらにタヤ・マ語に関する記述は認められない。
タヤ・マ語の南には姉妹言語にあたるラロン・マ 語 の分布域がある。その周
辺はカムチベット語の分布域によって囲まれている。タヤ・マ語とラロン・マ語の分布域の間
にもカムチベット語の分布域を挟んでいる。詳細は を参照。

方言の資料収集は、第２・第３著者が 年昌都市内で行った。発話協力者は若年
層に属する男性１名で、察雅県白日郷巴俄村出身である。やりとりにはカムチベット語を用い、
準備された語彙調査票と文例集（ ）に従って、カムチベット語から
方言への口頭翻訳を通じて記録した。
語彙集の見出しの順序は、 で使用した語彙集に基づく。同様の構成を
とる語彙集には、 のラモ語（ 方言）、ラロン・マ語（ 方言）、タ
ヤ・マ語（ 方言）の対照語彙と、 のラモ語（ 方言）のものがある。

チベットの地名など固有名詞で漢字で音写されているものには、 内にチベット文語（蔵文）形式
を添える。なお、蔵文は に基づく転写方法を用いる。
ラロン・マ語の概要については、 を参照。

鈴木 博之・才譲三周・四郎翁姆（2021）『言語記述論集』13: 189-213

189



図１：タヤ・マ語の分布地域と巴俄村の位置
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方言の音体系
タヤ・マ語 方言の音体系は以下のように整理できる。音節構造、子音体系、母音体

系、声調に分けて掲げる。
本稿で用いる音表記は、分節音については、国際音声字母 で規定されるもののほか、朱
曉農 で明確に定義される主に中国で使用されている音声記号も断りなく用いる 。超分
節音については、 の方法を基本に、必要に応じて拡張したも
のを用いる。

音節構造
音節構造は、鈴木 を参照して以下のように記述する。

このうち （主子音）と （音節核の母音）が必須である。

子音
音節構造の主子音位置に現れる音素の一覧は以下のようになる。

∗

閉鎖音 無声有気 ú

無声無気 ú P

有声 ã å

破擦音 無声有気 C †

無声無気 C †

有声 ý

摩擦音 無声 C X

有声 ý J G K H

鼻音 有声 ő N ð

無声
˚ ˚

ő̊ N̊

流音 有声
無声

˚
半母音 有声
∗ 両唇； 歯 歯茎； そり舌； 前部硬口蓋； 硬口蓋； 軟
口蓋； 口蓋垂； 声門

以上の体系について特に注意が必要なのは、以下の点である。

チベット系諸言語における音表記については、 を参照。
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•
† のついた音は、チベット系諸言語からの借用語にのみ認められる 。ただし、本来語で
も前部硬口蓋破擦音の自由変異として現れることがある。

• 硬口蓋摩擦音は自由変異として前部軟口蓋における摩擦を伴う事例も認められる。

母音
母音には、舌位置の対立と口母音 鼻母音、非きしみ音きしみ音による特徴に分かれる。

口母音 E A O W 0 @ 8

鼻母音 Ẽ Ã Õ 0̃ @̃ 8̃

きしみ口母音
˜

E
˜ ˜

A
˜

O
˜ ˜

0
˜

@
˜

8
˜

きしみ鼻母音 Ã
˜

以上の体系について特に注意が必要なのは、以下の点である。

• きしみ音の音声実現には、きしみ音のほかに、音節末における軽い声門閉鎖音 ĳ や歯茎
における閉鎖 として現れるものがある。これらは自由変異とみなすことができる。

• きしみ鼻母音は、記録した資料の中には例が少ない。

声調
語声調で２種類が区別される：高 ¯ と低 。
声調を担う領域は語頭から２音節目までで、それ以降は弁別的な高さはなく、低平であること
が多い。多音節語で１音節目のみに弁別的な声調が現れる場合、１音節目ののちに で示す。
一方で、複合語については、１つの語の中で成分（形態素）ごとに上述の規則が適用された
声調を担うことがある。語ごとに決まっているようであり、表記 は音韻論的に重要である。

語彙リスト
見出し語は日本語とし、続いて英訳、タヤ・マ語 方言の形式、備考の順で配列する。
備考欄では、借用語の来歴と動詞形態について述べる。同一の見出し語に複数の語形が与えら
れる場合、 で区切り、かつ改行して掲げる。なお、語彙表には以下の略号を用いる 。

１人称
２人称
３人称
漢語

判断動詞

向自己
存在動詞

否定
第１音節
第２音節

第３音節
第４音節

感知
判断

チベット文語形式

この音特徴は、昌都を中心とする地域で話される諸言語に認められる。
証拠性の体系についての詳細は、 を参照。
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語義 方言
頭 JO

˜
髪 O

˜
脳 J@

額 0 E

目 ¯ A

眼球 ¯ A

涙 @ GA @

盲目の @

鼻
˚

鼻水 ¯
˚

耳 ¯ C
˜

口
唇 ő̊ C

舌
˜

歯 A

虫歯 A @ 0 @ @

唾 ő ýE

痰 ő ýE 8 @

呼吸 ¯ @ ú @

声 ¯ @

咳 ¯ @
˜

@

くしゃみ E @
˜

@ @

あくび ő @ @

げっぷ P̄ ő@

あご @

顔 N

恥じる N E

頬 N

口ひげ ¯ W

あごひげ H ý@

首 @ H

うなじ @ H

手首 A

手 A

手のひら A

指 C C N @
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語義 方言
爪 ¯ W

拳 ¯ W W

胸 úÃ N

乳 X8
˜

肋骨 C @ O

肺 ¯H

心臓 ő̊

腹
内臓
腸 H ýW

胃 ¯ @

肝臓 ¯ő̊ C

背 ¯H E

腰 ¯

牛糞 C@

馬糞 H 0
˜

トイレ C

膝 ¯

脚 N W

下腿 ¯ C

ふくらはぎ ¯ C

足 ¯ Õ

体 ¯H

死体 @ ő

毛 ¯

皮膚 E

ほくろ ¯
˚

膿 ¯H E

汗 8 @

骨 C @ O

権力 H Ã C

見る ¯ NẼ の形式
聞く ¯ @ NẼ の形式
聞こえる ¯ @

笑う H @

泣く @
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語義 方言
叫ぶ H Hã @

服
上着 Õ H ý

チベット服 8 8

袖 ¯

着る @ N

脱ぐ ˚ @ Ã

帽子
˜

雨傘 ¯ @ H 0 @ ¯ @

ズボン ¯
˚

Ã A
˜

ベルト ¯ Ã @

襟 0̃ O O E

靴 P@ ú @

裸足 ¯ A

綿の布 0̃ O

亜麻 0̃ O N @

羊毛 H ý @

櫛 ú ú A

指輪 N A

ネックレス ¯ A C

装飾品 ¯H ýẼ C

はさみ ¯ C

針 JA

食べ物 E

米 ¯ïãE

小麦 ú

大麦
˜

豆 E

小麦粉 H A A

ツァンパ 8
˜

じゃがいも A A

肉 ˚ A

たまねぎ
にんにく H E

野菜 8 E

りんご
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語義 方言
桃 ¯ Ã

種 A

魚 ő@

卵 ¯H NE

塩 ¯ A

蜂蜜 H A

油
˚

@ A

脂肪 ¯ E
˜

バター
チーズ 0

牛乳 X8
˜

ヨーグルト E

水 ¯ C@

茶 ý@

粥
酒 P A

˜
酔う H@ E

煮る の形式
コック ¯H

揚げる の形式
沸騰させる @̃ の形式
熟れる @ A @

食べる
なめる H @̃ の形式
噛む ő Ã

飲む H@ ˚

吸う
唾を吐く ő ý の形式
腹が減る H̄ @

喉が渇く G

味 ú

おいしい P̄ 0 @

甘い P̄ ¯ W @

からい ¯ P̄ H A @

苦い P̄ A @

酸っぱい ¯ @ ő ú
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語義 方言
腐る @ úA H

家 ¯ C

村 ú E

家を建てる ¯ C @ @ の形式
門 E

˜
柱
梁 ¯H

土壁 C
˜

窓 C
˜

火
煙 @ W H @ @

灰 ¯ C @̃

炭 A ú

火を消す @ ¯ Ã の形式
燃える @̃

テーブル ú @

椅子 ¯ @ CA

クッション H Ẽ

座る @ Ẽ の形式
ベッド ő

枕 @ CÕ

横になる ¯ ¯ E

寝る ¯Hő

いびきをかく 0 NA @ @

夢 ¯ @ Ẽ

夢を見る ¯ @ Ẽ @

立ちあがる @ @ E

井戸 ¯ C@ Ẽ

閉める ¯ C ¯ Ã の形式
開く ¯ C @ @ Ã の形式
道具 A C

鏡 ¯ H

ガラス ¯ H

皿 H

スプーン @ @

甕 H
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語義 方言
水をくむ ¯ C@ @ G@̃ の形式
ひしゃく ùA @

注ぐ @ の形式
ナイフ O CÃ CÃ

柄
刃 O

ハンマー ¯

釘 @ E

鋸 ¯

斧
鎌 8 HE

ショベル ő ýA E

埃 E

拭く ¯ C ¯ @ N0

箱 E A CÃ

蓋 ¯ C

かご
縄 A

˜
棒 @ H 0

˜
はしご HýA

成長する Hý A

生きている ¯ 8̃

太った ˚ A @ Hã

やせた ú @

疲れた ¯ E

病気 A

風邪をひく
けがをする ¯H E

痛い A

かゆい @ ¯̊ @ @

薬 ¯
˚

Ẽ
˜

医者にかかる H A
˜

殺す ¯
˜

死ぬ @

神
˚
E

殴り合う @
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語義 方言
口げんかする ¯ H

勝つ @

負ける ¯ A

逃げる ˚ E

追いかける P̄@ @ ˚ E @ @ @

剣 A

弓 ï̊ú A

矢 ï̊ú A

人 @ őE

男 C E

女
˚

A

赤ん坊 CÃ CÃ

子供 C A C

男の子
女の子

˚
A CÃ CÃ

女子
˚

A CÃ CÃ

老人 ¯ Ã G@

父 P

母 P

父母 P P

祖父 P ő

祖母 P

父方のおじ P W

母方のおじ P

父方のおば P O

息子 A

娘
˚

A

兄弟姉妹 @ 0 @

姉
˚

Ã

夫 N H ő ý

妻 N H ő ý
˚

A

嫁 CA
˜

結婚 H

使用人 H O @

村落 H

銃を撃つ @ E
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語義 方言
矢を射る ï̊ú A

田畑
仕事 E E

休憩する E @ Ã

の形式
田を耕す E E E ¯ E

皮をむく A E W Ã

の形式
行く ¯ Ẽ の形式
来る E

出ていく
˚

入る 0 @ E

曲がる E E ő ý

曲がった ¯ A Ã Ã

到着する ¯ W @ ¯

止まる @ 8

歩く C̄

走る H ý ¯ Ẽ の形式
速い H ý ¯

遅い
這う ő ýW

乗る 8

道 @

橋 @̃ E

車 ¯ ú

船 C ú A
˜

言葉 ¯ Ã

話す ¯ Ã Õ

言う ¯̊ő@ @

尋ねる @ ¯ A

うそをつく H

書く @̃ の形式
呼ぶ ¯ Ã Õ

名前 ¯

遊ぶ ¯ ¯

歌う HýE ¯
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語義 方言
踊る HýE @ ú̄

売る ¯ @ の形式
買う ¯ @ の形式
商売 ¯ ¯ N@

価格 G @

安い CÃ CÃ

紙幣 HẼ

貸す H @̃ の形式
借りる H @̃ の形式
送る ¯ @

出会う @ H Ã の形式
待つ ¯ @ @ @

殴る @ @ Õ の形式
助ける ïã0 の形式
噛みつく @ @ ¯ E

取る @ H @̃ の形式
手にする @ C の形式
捕まえる @ の形式
放す A CÃ

投げる CA ¯

盛りつける Hý Ã

投げ捨てる @ 0 ¯ @̃ の形式
押す ¯ @ H ¯ 8̃ の形式
押しつける C の形式
引く @ C の形式
背負う H E E @ ¯ @ C

の形式
蹴る ¯ @ E @

踏む C の形式
使う @ ¯ C @̃

便利な Ã

入れる Ã

探す ¯ E

見つける ¯ @

置く ¯ @ C

開ける ¯ @ @ @̃ の形式
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語義 方言
掛ける ¯ @ C @̃ の形式
する @ E @̃

壊す @ CA
˜

直す @ E @̃

裂く C N E

曲がる @ N 0

折りたたむ ¯ C Ã

洗う @ HK の形式
締める ¯H A @

緩める ú̄ の形式
かぶる ¯H A @

腫れる @ A

つなぐ @ @ の形式
切り落とす @ ¯ の形式
切れる @ ¯ @̃ の形式
混ぜる ¯ Õ の形式
掘る Õ の形式
始める N @

停止する ¯ Ẽ C

動く ¯ @ ¯ðå ðå

跳ねる ¯ Ẽ Ẽ

上る ¯H

昇る E @

下る ú

水に浸す ¯ C@

乾いた
選ぶ ¯H A

考慮する ¯ A @ @ の形式
知っている

˜
忘れる H

教える ú̄ @̃ の形式
学ぶ A @

恐れる A A @

好きである H@ H

けちな @

うれしい ¯ H@ H
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語義 方言
悲しい ¯ @ H

奇妙な ¯̊

腹を立てる ¯ @ E @̃

忙しい 8̃ A
˜

@ N̊ A

の形式
賢い H ý @

心 @ őE ¯ @̃

天 N̊ E

天気 ¯H @ N@ C

雲 ¯H 0̃

霧 A E ¯ @ @ @

雨 @

雨が降る @

雷 ïã@
˜

@

稲妻 ¯H

˚
虹 ¯ @

雪
˜

氷 ¯ Ã

溶ける ïã@

太陽 ő

月 ¯H

˜
星 E

影 ú@ A
˜

明らかな ¯ 0 @

暗い @ A
˜

静かな ¯H ýÃ 8̃ 8̃

熱い ¯

寒い @ ¯ Ã @

暖かい A
˜

A
˜

Ã @

山 @ N

谷 @ N H N̊ C

森 A
˜

平原 A

E ¯ @

湖 ˚

川 ¯ C@ E @ H @
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語義 方言
水 ¯ C@

泡 A
˜

A
˜

C

沈む 8 A

浮く H

˜
流れる @ ¯ E

滝 ¯ C@ @ @

岸 C N G@ ¯ E

石山 @ N

波 ¯ C@ @ H @

石 H

砂 C0 E

土 A
˜

鉄 CA
˜

W

金 ¯ @

銀 ¯HN

銅
松 ¯

˜
Ã H

˜
@

木 ¯

草
幹 Hã @ @

木の皮 A E

枝 ý Ã G@ @ E

葉 @
˜

とげ ˚
˜

花 @
˜

根
˜

8

生長する @ @

枯れる @ ðå@

動物 Ẽ @

家畜 ¯H @

野生の獣 @̃ CẼ

牛 O
˜

鳥 C

魚 ő@

虫 @ O

犬 ¯ O
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語義 方言
馬 H

ロバ @ @

騾馬 ú0

ヤク ¯Hã@

ゾ ïãO
˜

山羊 ˚ @

ぶた ¯ A
˜

鶏 N@ A

虎 ¯ A
˜

熊 õ
˜

狼 ¯H 8
˜

鹿 C E

大猿 ¯ @ H @

猿 P̄

うさぎ ¯ïã
˜

ねずみ ˚ O
˜

象 H Ã C

鶴 ¯ @

からす ¯ E

ふくろう H

蝶 N@ O

蟻 ¯ @ H ý Ã

蜜蜂 A

ハエ ¯ @ A A

蚤 H @

しらみ ú @

蛙 @ H E
˜

角 ¯ï̊ú
˜

毛
˜

皮 A E

爪 HJE
˜

ひづめ ¯ C@

尾 H E

嘴 ő̊ C @

羽 H @

羽毛 H ú
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語義 方言
鳥の巣 C @ ¯ @

飛ぶ N A @

泳ぐ ¯ C@ C

卵を産む ¯H NE C

円形の @
˜

@
˜

¯ @

鋭利な ¯̊
˚

@

鈍い ú @

なめらかな ¯
˜

平らな @
˜

H
˜

もの H ý A

大きい @ ¯ Ã @

高い @ ¯ 0 O @

小さい ¯ CÃ @

太い @ ¯ A @

長い @ ¯ 0 ú

短い CÃ CÃ C

やせた ¯ @ @

厚い @ ¯ A @

薄い CÃ CÃ

色 O
˜

赤い ő ő O

青い N̊@ N̊O

黄色い @ O

白い ú @ ú Õ

灰色の ¯ C CE

黒い A Ã

染める ¯ 8 @

声 ¯ @

におい ú@ E

強い C̄@
˜

¯ Ã @

弱い C̄@
˜

CÃ @

正しい Ẽ ¯ C Ã

よい A N @ C @

悪い H @
˜

@

簡単な E ¯H N@ C @

難しい E G
˜

N@ C @
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語義 方言
きつい A N @ C @

ゆるい P̄@
˚

N@ C @

やわらかい ¯ő ýÃ

ざらざらの ¯ A
˜

N @ C @

古い ¯Hő E

新しい ¯ E

美しい @ N̄ E N@ C @

醜い ¯H N @ C @

清潔な ¯ ã
˜

E N@ C @

汚い ¯
˜

E N@ C @

硬い @ ¯N E
˜

N@ C @

やわらかい
˚
@
˚
@ C @

前 ¯

後ろ H
˜

E

側面 ¯ @ @ @

中間 ¯ C @

上 ¯H

下 HE
˜

中 H@

外 ¯

右 ¯ 0 @ @

左 @ 8

近い A @ @

遠い A

高い @ ¯ 0 ˚

低い @ E

深い A @ @

浅い úÃ C N@ @ C @

一緒に A
˜

満ちた @

空の H E

方向
明け方 ¯ A N N

朝 ¯ A N

正午 ő

夕方 ú
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語義 方言
夜 ˚ Ẽ

真夜中 ő ý0

早い ¯ A N

遅い ¯ A N N ¯ A

今 H C @
˜

先に ¯̊N C@̃

後で @ E
˜

常に H 0 @ N

ときどき C C

今日 P@ C Ã

昨日
明日 ¯

˜
あさって A

˜
毎日 H 0 @ N

日にち E

週 C̄ C

月 E

年 ¯

年齢 ¯

春 ¯H E

夏 ¯H E

秋 0̃ E

冬 ˚
N

数字 úA

一 @ A

二 ő̄

三 Ã
˜

四 HG@

五 N

六 ¯ C
˜

七 ¯
˚

八 ¯ C@
˜

九 ¯ðå@
˜

十 H

十一 H @
˜

十二 H ő
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語義 方言
十三 H Ã

˜
十四 H HG@

十五 J N

十六 H C
˜

十七 H
˚

十八 H CE

十九 H ðå@

二十 A

二十一 ő W ¯

二十二 ő W ¯ Hő

二十三 ő W ¯

三十 W

四十 HG W

五十 HN W

六十 ú CW

七十 H 0̃ CW

八十 H ý CW

九十 H W CW

百 ¯H ý@

二百 @ H ý@

三百 O
˜ ˜

千
二千 ¯ ú A ¯Hő

三千 ¯ ú A ¯ Õ

万 ú̄ @ @ A

二万 ú̄ @ ¯Hő

十万 ú̄ @ H

百万 ú̄ @ ¯H ý@

一回
˜

@

倍 A

それぞれ ¯ C E

第一 P̄ Ã

第二 E

第三 O
˜

E
˜

最後 E

すべて ¯ O
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語義 方言
みんな ¯ E ¯ O

完全な ¯Hã ¯ O

半分 ¯ C E

量る H @ ¯ Ã

秤 H ý E

重い H ý

軽い ¯HJ@

多い @

少ない A A @

私 N@

私たち ú

私たち２人 ő

あなた A

あなたたち A ú

彼 彼女 それ őÕ

自分
これ ¯

あれ ¯ C
˜

この P̄@

あの ¯ E W

ここ P̄@ @

あそこ ¯ E W

誰 ¯ W

何 ¯ @

どれ ¯ 0

どんな ¯ 0

どこ ¯ @ @

いつ ¯ 0

どれくらい ¯ 0

いくつか ¯ @ @

与える @

いろいろな ïãE @ ïãE

おそらく @ @ @

まだ P

さっき P C

一緒に O
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語義 方言
O @ E

˜
である N

である C @̃

でない C @̃

ある A

ある ő ý

ある ¯̊N

できる A

同じ ¯ C @

別の @ ïãE

話す Ã

ありがとう H ú E

付記
本研究に際しては、 年度日本学術振興会科学研究費補助金若手研究 「チベッ

ト文化圏東部の未記述言語の解明と地理言語学的研究」（研究代表者：鈴木博之、課題番号
）および 年度日本学術振興会科学研究費補助金基盤研究 「高精細度広

域地図による中国および隣接する多言語地域の地理言語学的研究」（研究代表者：遠藤光暁、課
題番号 ）の援助を受けている。
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